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 平成29年10月より放射線部長に就任した高室です。今ま

で小職は副センター長大場淳一先生が兼務されていまし

たが、昨秋専任として放射線部長に任ぜられました。 

  放射線部の業務は画像診断と放射線治療に分かれます

が、当院の業務比率では前者がほとんどを占めていま

す。当然のことながら放射線部には、検査、治療いずれ

も安全、円滑そして正確に遂行することが求められていま

す。当院には残念ながら常勤の放射線科専門医が不在

で、非常勤の先生にお力を借りて画像診断報告書や放射

線治療計画が作成されています。診療放射線技師は子ど

もと医療従事者に優しい検査を目指し、画質向上と被ばく

低減の両立に余念がありません。 

 放射線治療は当院ではめったに行われませんが、装置は

適切にメンテナンスする必要があり専任の技師が従事して

います。私は放射線科医ではありませんが、放射線技師

とともに安全、正確な放射線業務の遂行を統括していく所

存です。 

  当院も開設10年を迎え、今後様々な医療機器が更新時

期を迎えます。放射線診断装置は院内でも最も高価な機

器の一つであり、選定には慎重な判断が必要ですが、機

器更新に当たってはコストベネフィットに加え、更なる被ば

く低減も選定条件の一つとして検討していきたいと考えて

おります。 

 また、本年4月末をもって退職された横澤正人先生の後

任として5月より循環器病センター長にも兼務として就任い

たしました。私はセンター開設以来、横澤先生のもと循環

器内科医長として小児の心疾患および成人を含む先天性

心疾患の診療に務めて参りました。科内の主な役割として

は心臓カテーテル治療術者として多くの治療に携わってき

ました。今後も引き続き心臓病の子どもたちのため、小児

循環器医、心臓外科医、小児科研修医、麻酔科医、臨

床検査技師、診療放射線技師、看護師、地域連携室など

多くの同僚と力を合わせて安全かつ有効な医療に邁進す

る所存です。 

  一方、専門知識と特殊技術を要求される小児循環器診

療において、専門医は一朝一夕に育つものではありませ

ん。次世代への確かな知識と技術の伝達は我々に課せら

れた重要な責務であると考えています。今後の循環器病

センターでは後進の育成に更に重きを置いていきたいと決

意を新たにしております。若い医療者が積極的に高度な

診療行為に携わることに不安を覚える患者さまもおられる

かもしれませんが、私を始めとした上級医が安全を最優

先して指導に当たります。指導することで、むしろ基本に

忠実な診療行為が行われ、ベテランにありがちな惰性に

陥らない効果もあります。 

 これからも患者さまが安心して受診して頂ける病院であ

り続けるよう努力して参りますので、お気づきの点など何

なりとお申し出ください。よろしくお願いいたします。 
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 ４月から事務長に就任した永沼です。30年ほど前です

が、当時、銭函にあった小児センターに勤務した経験が

あり、また、私の娘がセンターに入院治療したこともありま

す。このたび新しくなったコドモックルで再び勤務すること

で、娘の入院で不安だった気持ちが、ドクターや看護師

の説明を受け、検査や治療が進む中、徐々に安心感へと

変わっていったことを思い出しました。子どもや親御さんに

とって道内唯一で最後の砦となるコドモックルの役割や期

待の大きさは、私自身がよく知っています。こうした期待

に応えるため、医療や療育を提供する機能の充実、安心

して利用できる環境の整備、そして、ここで働くスタッフを

しっかりサポートしていくことが私の役割だと思っていま

す。 

 これからも道民や医療機関の皆さまから安心と信頼を頂

けるよう、専門性の高い施設をめざし運営して参りますの

でよろしくお願いします。 

 

 

 

 

  

 平成３０年４月よりリハビリテーション、栄養部長に就任

した光澤です。   

 私はもともと耳鼻咽喉科医長として平成19年より当セン

ターに勤務しており、小児の気道管理、聴力管理を中心

に仕事をまいりましたが、新たにリハビリテーション、栄

養部門も統括することとなりました。 

 リハビリテーション部門では、運動面やコミュニケー

ションなどの発達に遅れが見られるお子さんに対し、個々

の発達に応じて、 外来にて各療法士が個別に児童発達

支援を行っております。お子さんにより、何が問題なの

か、これに対しどういう対応を行うのかの判断を行い、各

種訓練を通じて日常生活の質の向上にむけて取り組んで

います 

 また栄養科では疾病の回復、予防、健康の維持増進

に役立つ食生活が実践できるよう、入院、外来の患者様

に栄養相談を随時行っています。 

 また当センターでは様々な栄養、摂食の問題をお持ち

のお子様も多く受診されています。栄養部門、リハビリテ

シーション部門が連携し、栄養管理、摂食指導などに取

り組んでいます。 

 專門である耳鼻咽喉科領域はもともとリハビリ、栄養管

理部門と深い関連があり、日々の診療とリハビリ、栄養

部門の架け橋となり、少しでも皆さんのお役にたてればと

思っている次第です。 

 皆様の少しでもお役にたてるよう努力してまいりたいと

思います。 

 よろしくお願いいたします。 

就任あいさつ 

コドモックルは平成29年度で創立10周年を迎えまし

た。そのことを祝い「創立10周年記念の集い」が平成

30年3月12日（月）に開催されました。 

「創立10周年記念の集い」では、様々なかたちでコ

ドモックルを支えてくださった方々から、コドモック

ルへのお祝いと温かな応援のお言葉を頂きました。コ

ドモックルからは、今まで支えてくれた方々への感謝

の気持ちをこめて、感謝状の贈呈等を行いました。 

 また、コドモックル10年間の写真が詰まったスライ

ドの上映をしたり、初代センター長工藤亨氏よりセン 

 

ター開設・小児総合セン

ターからの引越しをした

ときの思い出を話してい

ただいたりと、終始和や

かな雰囲気で今までの10

年間を振り返りました。 

永沼
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 郭紀
こ う き
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光澤
みつざわ

 博昭
ひろあき

 

リハビリテーション・栄養部長 

耳鼻咽喉科医長 

創立10周年の集い 



 氏 名 診療科 出身地 出身大学 趣 味 家族のみなさまへひと言 

 
堀田 智仙
ほりた のりひさ

 
リハビリ  

小児科 
網走市 札幌医科大学 

音 楽 鑑 賞（ロ ッ ク、

ポップス等） 

親子入院などでみなさんに会えるのを

楽しみにしています。よろしくお願い

いたします。 

 
澤田
さわだ

まどか 循環器科  千葉県 杏林大学 スポーツ、アウトドア 

4月から就任しました澤田です。お力

になれるよう努力して参りたいと思い

ます。 

 
上原 央久
うえはら てるひさ

 泌尿器科 静岡県 札幌医科大学 釣り 

ご家族のみなさまが安心して医療をう

けることができるように丁寧な説明を

心がけています。 

 
佐藤 里奈

さとう りな

 耳鼻咽喉科 札幌市 札幌医科大学 
美味しいもの探し、ク

マを見る。 

お子様の成長の一助となれますよう努

めてまいります。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 
串間 奈々

くしま なな

 小児科 釧路市 札幌医科大学 刺し子 

患者さんやご家族の力になれるようが

んばります。よろしくお願いいたしま

す。 

 
萬谷和香子
よろずや わかこ

 泌尿器科 登別市 札幌医科大学 ランニング、旅行 
わからないことや不安なことなどなん

でも気軽に聞いてください。 

 
酒井
さかい

  渉
わたる

 麻酔科 札幌市 札幌医科大学 
ディズニー映画鑑賞、

子どもとの旅行 

真摯に診療にあたらせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 
救仁郷達也
くにごう たつや

 麻酔科 札幌市 札幌医科大学 温泉 

患者様とご家族の不安を少しでも和ら

げつつ安全を保てるように、丁寧な仕

事を心がけています。 

 
西原
にしはら

 教晃
のりあき

 麻酔科 釧路市 島根大学 ダイビング、ドライブ 

直接的な関わりは少ないですが、皆さ

んの心身のサポートをさせていただけ

ればと思います。 

 
親谷 佳佑
おやたに けいすけ

 後期研修医 札幌市 札幌医科大学 テニス、睡眠 

疑問や不安を解消できるよう、丁寧な

説明を心がけます。よろしくお願いい

たします。 

 
野上
のがみ

 正雄
まさお

 後期研修医 茨城県 筑波大学 
スノーボード、ライブ

鑑賞、ドラム 

4月～9月の短い期間ですが、目の前の

患者様に精一杯向き合っていけたらと

思います。 

新任あいさつ 

を植えてくれました 
 北海道札幌稲穂高等養護学校の 

みなさん 

  今年も北海道札幌稲穂高等支援学校の学生さん

たちが育ててくれたお花たちが、コドモックルの

玄関を彩ってくれています。 

 赤やオレンジ、黄色の花々…。皆さんも、短い夏

をぜひ感じてください。 



しまじろう が来てくれました 

↑手
て

の消毒
しょうどく

をしてくれる 

しまじろう。 

←足
あし

もきれいにしてくれ

て、ありがとう♪ 

↑續センター長と 

 しまじろう 

6月13日（水）、しまじろうがコドモッ

クルに遊
あそ

びにきてくれました。 

 おねえさんといっしょに、うたやおど

りでこどもたちを楽
たの

しませてくれまし

た。みんなおおよろこび！ 

いい思い出になりました。 

  

 病棟
びょうとう

に入るまえには、しっかりと

手足
て あ し

をきれいにしてくれました。 

みんなも外から帰
かえ

ったら、 

手
て

をきれいにあらおうね！ 

 

 しまじろう、おねえさん、 

  ありがとう！またきてね！ 


